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衆
議
院
議
員
田
中
慶
秋
君
提
出
首
都
高
速
道
路
公
団
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
導
入
と
体
質
改
善
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
支
払
い
シ
ス
テ
ム
（
以
下
「
Ｅ
Ｔ
Ｃ
」
と
い
う
。
）
に
係
る
車
載
器
の
普
及
に
関
す
る
具
体
的

な
計
画
は
定
め
て
い
な
い
が
、
日
本
道
路
公
団
、
首
都
高
速
道
路
公
団
及
び
阪
神
高
速
道
路
公
団
（
以
下
「
日
本
道
路
公
団

等
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
利
用
者
の
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
こ
れ
に
よ
り
そ
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、

平
成
十
三
年
十
一
月
か
ら
平
成
十
六
年
六
月
ま
で
Ｅ
Ｔ
Ｃ
期
間
限
定
特
別
割
引
を
実
施
し
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。

な
お
、
平
成
十
二
年
十
一
月
の
道
路
審
議
会
答
申
（
以
下
「
答
申
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用
車
線
の
整
備

や
Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
普
及
を
踏
ま
え
た
多
様
な
料
金
施
策
の
検
討
等
の
提
言
が
な
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
平
成
十
三
年
三
月
に
高
度
情

報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
推
進
戦
略
本
部
で
策
定
さ
れ
た
「
ｅ－

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
重
点
計
画
」
に
お
い
て
、
平
成
十
四
年
度

末
ま
で
に
全
国
の
主
要
な
料
金
所
に
Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
導
入
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
導
入
に
よ

る
料
金
所
に
お
け
る
交
通
安
全
上
の
影
響
や
渋
滞
緩
和
の
効
果
を
見
極
め
つ
つ
、
日
本
道
路
公
団
等
を
指
導
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

一



Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
利
用
す
れ
ば
料
金
所
で
い
っ
た
ん
停
車
す
る
こ
と
な
く
料
金
の
支
払
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
こ
れ
は
首

都
高
速
道
路
と
他
の
有
料
道
路
と
の
境
界
点
に
お
け
る
料
金
所
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
か
ら
、
今
後
Ｅ
Ｔ
Ｃ
が
普
及
す
れ

ば
こ
れ
ら
の
料
金
所
に
起
因
す
る
渋
滞
の
緩
和
が
期
待
さ
れ
る
と
考
え
て
お
り
、
よ
り
一
層
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
普
及
促
進
に
努
め

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

ま
た
、
首
都
高
速
道
路
に
つ
い
て
は
、
日
本
道
路
公
団
が
管
理
す
る
横
浜
新
道
等
の
道
路
と
比
べ
て
、
料
金
徴
収
手
続
を

よ
り
効
率
的
に
行
う
こ
と
で
首
都
圏
に
お
け
る
大
量
の
交
通
を
円
滑
に
処
理
す
る
こ
と
を
優
先
す
る
た
め
、
車
種
区
分
を
二

車
種
に
簡
素
化
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
首
都
高
速
道
路
等
の
車
種
区
分
に
つ
い
て
は
、
答
申
に
お
い
て
「
Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
普

及
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
細
分
化
す
る
方
向
で
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
」
と
の
提
言
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
の
課
題
と
し
て
検
討
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

首
都
高
速
道
路
の
出
口
に
Ｅ
Ｔ
Ｃ
に
係
る
路
側
ア
ン
テ
ナ
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
の
円
滑
な
処
理
に
支
障
を
与

え
る
こ
と
な
く
、
利
用
距
離
に
応
じ
た
料
金
設
定
が
技
術
的
に
は
可
能
と
な
る
が
、
今
後
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
普
及
状
況
も
踏
ま
え

つ
つ
、
利
用
距
離
の
要
素
を
勘
案
し
た
料
金
体
系
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

二



四
に
つ
い
て

Ｅ
Ｔ
Ｃ
に
よ
る
有
料
道
路
の
利
用
履
歴
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
等
が
発
行
す
る
明
細
請
求
書
や
市
販
の
専
用
プ
リ

ン
タ
ー
等
を
使
用
し
て
印
刷
さ
れ
た
利
用
明
細
を
も
っ
て
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
料
金
所
に
お
い
て
領
収
書
等
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
よ
る
不
都
合
は
生
じ
な
い
と
考
え
る
。

料
金
所
に
お
け
る
Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
誤
作
動
に
つ
い
て
は
、
日
本
道
路
公
団
等
に
お
い
て
、
電
波
吸
収
体
の
設
置
に
よ
る
乱
反
射

の
防
止
等
の
措
置
を
既
に
講
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
ほ
か
、
車
載
器
製
造
会
社
等
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
車
載
器
販
売
店

等
へ
の
車
載
器
の
取
付
方
法
に
関
す
る
広
報
や
有
料
道
路
利
用
者
へ
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
利
用
方
法
に
関
す
る
広
報
の
実
施
等
に
よ

り
、
適
切
に
対
策
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。
国
土
交
通
省
に
お
い
て
も
、
対
策
の
目
標
年
次
を
具

体
的
に
定
め
て
い
る
も
の
で
は
な
い
が
、
誤
作
動
の
根
絶
が
速
や
か
に
図
ら
れ
る
よ
う
日
本
道
路
公
団
等
を
指
導
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

首
都
高
速
道
路
公
団
（
以
下
「
公
団
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
そ
の
事
業
に
要
す
る
資
金
は
長
期
間
安
定
的
で
低
利

で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
財
政
投
融
資
を
中
心
と
し
た
資
金
の
調
達
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
事

三



業
年
度
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
基
づ
き
資
金
の
調
達
が
行
わ
れ
る
と
承
知
し
て
い
る
。
な
お
、
公
団
に
お
け

る
財
政
投
融
資
の
事
業
年
度
末
残
高
の
平
均
利
率
は
、
昭
和
五
十
七
事
業
年
度
以
降
低
下
傾
向
に
あ
り
、
平
成
十
三
事
業
年

度
末
残
高
の
平
均
利
率
は
二
・
九
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
と
承
知
し
て
お
り
、
近
年
の
低
金
利
状
況
が
継
続
す
れ
ば
、
当
面

は
、
こ
の
傾
向
が
続
く
も
の
と
見
込
ま
れ
る
。

ま
た
、
公
団
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
組
織
の
統
廃
合
、
建
設
費
及
び
管
理
費
の
縮
減
、
料
金
所
渋
滞
対
策
の
実
施
等

の
施
策
を
講
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
と
も
、
平
成
十
二
年
十
二
月
に
策
定
し
た
「
公
共
工
事
コ
ス
ト
縮
減
対
策

に
関
す
る
新
行
動
計
画
」
に
基
づ
く
一
層
の
建
設
費
及
び
管
理
費
の
縮
減
、
料
金
所
に
お
け
る
渋
滞
緩
和
に
資
す
る
Ｅ
Ｔ
Ｃ

の
普
及
促
進
等
を
実
施
し
て
い
く
と
承
知
し
て
お
り
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て
も
、
公
団
に
対
し
、
適
切
に
指
導
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
る
。

な
お
、
直
近
の
公
団
の
決
算
で
あ
る
平
成
十
二
事
業
年
度
決
算
に
お
い
て
、
公
団
の
借
入
金
に
対
す
る
返
済
額
の
累
計
で

あ
る
償
還
準
備
金
の
額
は
一
兆
三
千
四
百
三
十
四
億
円
で
あ
り
、
公
団
が
同
事
業
年
度
末
に
計
画
し
て
い
た
一
兆
三
千
二
百

二
億
円
を
上
回
り
、
順
調
な
償
還
が
行
わ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。

四


